
令和8年度にいただいたご意見・回答

日付 分野 協働のまちづくり

4月14日

ご意見

町内会の運営についてご相談申し上げます。

この春、当班（17軒）において2軒が退会されましたが、明確な理由は示されておりません。
現在、班に所属している世帯は、年間約2万円の班費を負担し、各種募金、神社への寄付、街灯
の電気代、ゴミステーションの管理等を担っております。また、偶数月には宮川の一斉清掃にも
参加し、早朝から作業を行っております。

一方で、退会された世帯におかれましても、ゴミステーションの利用や地域環境の維持といった
恩恵を受けている状況にあり、負担と受益の不均衡が生じていると感じております。このことが、
現行制度に対する不公平感を強める要因となっております。

近年の社会状況の変化を踏まえますと、従来の町内会の仕組みだけで地域運営を維持していく
ことには、限界があるのではないかと考えます。
例えば、町内会に加入していない世帯も含め、行政主体で公平に負担を分担する仕組みの検討
が必要ではないでしょうか。

地域の持続的な運営のためにも、制度のあり方についてご検討いただけますと幸いです。何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

回答

町内会の皆様には、地域の方が安全に安心して暮らせるよう、ごみステーションの管理や環境整
備など大変重要な役割を担っていただいていることに感謝申し上げます。
 
町内会未加入者がごみステーションを利用すること、草刈りなど環境整備を加入者だけで担うこ
と等について、不公平感を感じる人がいらっしゃるなどのご意見を他の町内会からも伺っておりま
す。
　
近年、町内会では未加入や脱退により会員数が減少傾向にあり、このままでは地域で安全に安
心して暮らせる環境づくり、日常や災害時の助け合いなど町内会の大切な役割を果たすことがで
きなくなってきます。
そのため、町内会自身の負担軽減を図ることや、町内会の役割の一部をまちづくり協議会が担う
ことなど、持続可能なコミュニティづくりのため、市や各町内会、まちづくり協議会でも議論し改善
を図っているところです。
 
大変重要な課題ですので、今後も関係部署とも共有してこの課題について引き続き取り組んでま
いります。何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。


